
　
8
月
16
日
の
夜
、
一
宮
町
の
大
久
保

山
に
「
大
」
の
文
字
が
明
々
と
燃
え
上

が
り
ま
す
。
「
甲
斐
い
ち
の
み
や
大
文

字
焼
き
」
は
お
盆
の
「
送
り
火
」
と
し

て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
行
事
で
す
。

一
時
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和
63
年
に

復
活
し
ま
し
た
。

　
お
盆
は
、
旧
暦
の
7
月
15
日
を
中
心

に
先
祖
の
霊
を
ま
つ
る
行
事
で
、
古
く

か
ら
の
先
祖
供
養
の
儀
式
と
仏
教
行
事

の
「
盂
蘭
盆
」
が
習
合
し
て
現
在
の
形

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
盆
の
期
間
は
、
地
獄
の
釜
の
蓋
が

開
く
7
月
1
日
（
旧
暦
）
か
ら
、
お
地
蔵

さ
ん
の
縁
日
で
あ
る
24
日

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
13
日
の
迎
え
盆
か
ら
16

日
の
送
り
盆
に
か
け
て
が
、

お
盆
の
中
心
行
事
で
す
。

13
日
の
夕
方
に
焚
く
「
迎

え
火
」
を
目
印
に
し
て
、

祖
先
の
霊
た
ち
が
家
々
に

戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を

迎
え
、
も
て
な
し
、
そ
し

て
あ
の
世
へ
送
り
返
す
こ

と
が
、
お
盆
の
目
的
な
の

で
す
。

　
お
盆
の
三
ヵ
日
（
14
〜
16

日
）
に
入
る
と
、
集
落
の

人
々
が
行
列
し
て
新
盆
の

家
を
一
軒
ず
つ
訪
問
し
、

供
養
を
し
て
い
き
ま
す
。

迎
え
た
先
祖
の
霊
を
あ
の

世
へ
と
「
送
り
出
す
」
の

が
「
精
霊
送
り
」
の
行
事

で
す
。

　
迎
え
盆
の
際
に
は
「
迎

え
火
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対

応
す
る
の
が
「
送
り
火
」
で
す
。
最
終

日
16
日
の
晩
に
村
境
や
河
原
な
ど
こ
の

世
と
あ
の
世
の
境
界
と
さ
れ
る
場
所
で

「
送
り
火
」
を
焚
き
「
精
霊
送
り
」
の

儀
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
「
送
り
火
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
先
祖
の
霊
を
送
り
出

す
た
め
の
小
さ
な
も
の
か
ら
、
有
名
な

京
都
の
「
五
山
の
送
り
火
」
の
よ
う
に

共
同
で
行
う
大
規
模
な
も
の
ま
で
あ
り

ま
し
た
。
一
宮
で
行
わ
れ
て
い
た
「
大

文
字
焼
き
」
は
そ
う
し
た
祖
先
の
霊
を

送
る
た
め
の
「
送
り
火
」
だ
っ
た
の
で

す
。
　
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
甲
斐
国
志
』

に
は
そ
の
当
時
行
わ
れ
て
い
た
各
地
の

「
送
り
火
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
中
沢
（
一
宮
町
金
沢
）
の
山
の
中

に
は
大
積
寺
と
い
う
お
寺
の
跡
が
あ
り
、

毎
年
7
月
16
日
の
夜
に
お
盆
の
送
り
火

を
焚
い
て
い
る
。
「
大
」
の
文
字
の
形

に
焼
く
の
で
、
そ
の
山
を
「
大
文
字
」

山
と
呼
ん
で
い
る
。
笈
形
山
（
春
日
居

町
）
で
は
笈
（
山
伏
が
荷
物
を
入
れ
て

背
負
う
箱
）
の
形
、
柏
尾
山
（
甲
州
市

勝
沼
町
）
で
は
鳥
居
の
形
、
奈
良
原
山

（
八
代
町
）
で
は
竿
（
錫
杖
）
の
形
で

そ
れ
ぞ
れ
に
送
り
火
を
焚
い
て
お
り
、

競
い
合
う
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
」
ま
た

別
の
項
目
で
は
、
藤
垈
村
（
境
川
町
）

の
「
這
藤
」
形
の
送
り
火
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
春
に
行
わ

れ
て
い
る
笈
形
焼
き
も
、
秋
に
行
わ
れ

て
い
る
鳥
居
焼
き
も
、
か
つ
て
は
お
盆

の
送
り
火
と
し
て
焚
か
れ
て
い
た
も
の

で
し
た
。

　
送
り
火
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
の
か
は
不
明
で
す
。
笈
形
焼
き
と
鳥

居
焼
き
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
後
期
、

大
善
寺
（
勝
沼
町
）
と
長
谷
寺
（
春
日

居
町
）
の
僧
徒
と
の
間
に
、
修
験
問
答

の
相
違
か
ら
勢
力
争
い
が
生
じ
、
長
谷

寺
の
僧
徒
が
大
善
寺
か
ら
笈
を
奪
っ
て

焼
き
払
い
、
大
善
寺
の
僧
徒
が
長
谷
寺

に
協
力
し
た
山
梨
岡
神
社
の
鳥
居
を
奪

っ
て
焼
き
払
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と

い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
送
り
火
は
、
現
在
の
笛
吹

市
を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
笛
吹
市
域
が
甲
斐
国
の
中
心
だ

っ
た
頃
に
、
甲
斐
国
全
体
の
霊
を
供
養

す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
と
推
測
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と

大
津
波
で
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
大
文
字
焼
き
で
は
命
を

落
と
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
、
い
ち

早
い
復
興
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

甲斐いちのみや大文字焼き

き
ゅ
う
れ
き

う
ら
ぼ
ん

ふ
た

た

し
ょ
う
り
ょ
う

だ
い
し
ゃ
く
じ

お
い
が
た
や
ま

か
し
お

な
ら
ば
ら

し
ゃ
く
じ
ょ
う

は
い
ふ
じ

だ
い
ぜ
ん
じ

ち
ょ
う
こ
く
じ

そ
う
と

笛ちゃん 吹ちゃん

飯塚　武子、高野　比登美、嘉賀　貴政、佐野　英美、田中　春子、
長幡　宏子、志村　直毅、根津　和彦、和泉　正江、上野　さとみ、
日高　せい子、海野　菊美、一木　雅彦、風間　京子、吉原　五鈴子、
飯塚　秀平、芝垣　玲子、角田　万紀、新田　治江、宮澤　良子、
浅野　啓子、小川　けい子、古屋　美智子、角田　勉（連合区長会）、
和田　一枝（校長会）、佐藤　洋子（女性団体連絡協議会）、
廣瀬　富美江（女性団体連絡協議会）、石倉　利貴（商工会）、
矢　　眞由美（農業委員会）、山　　光世（民生委員児童委員協議会）、
小宮山　肇（保育所（園）保護者連合会）、竹下　春一（PTA連合会）、
中村　悦子（介護保険事業者連絡会）、向山　弘美（社会教育委員会）

　６月20日、第３期男女共同参画推進委員委嘱式が行われ、34名の委員が委嘱さ
れました。
　男女共同参画社会の実現のため、推進委員会では委員が主体的に行動して積極
的に、第２次笛吹市男女共同参画プラン「輝け男女笛吹プラン」を推進していき
ます。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

（順不同敬称略）※（　）内は所属団体名

望月副市長から委嘱状を受け取る新推進委員

　
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
お
よ
び

乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検

診
手
帳
の
配
布
に
加
え
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

配
布
も
実
施
し
ま
す
。

▼
配
布
対
象
者
　
4
月
1
日
現
在
の
年

齢
が
、
下
の
表
に
該
当
す
る
方

※
対
象
者
の
う
ち
平
成
23
年
4
月
20
日

（
水
）
現
在
に
お
い
て
市
民
の
方
に
お

送
り
し
ま
す
。

▼
受
診
方
法
　
集
団
健
診
、
個
別
（
医

療
機
関
）
検
診
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク

▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送
予
定
時
期

お
よ
び
有
効
期
間

○
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
　
対
象
者
に
は
、
平
成
23
年
4

月
末
に
発
送
し
ま
し
た
。
（
有
効
期

限
平
成
24
年
1
月
31
日
（
火
）
ま
で
）

○
大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
　
対
象

者
に
は
準
備
が
整
い
次
第
個
別
通
知

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
留
意
事
項

○
受
診
の
際
に
は
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

と
市
発
行
「
検
診
受
診
券
」
を
一
緒

に
指
定
医
療
機
関
（
こ
の
一
覧
表
は

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
同
封
し
て
い
ま

す
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
で
、
平
成

23
年
4
月
1
日
以
降
に
市
で
実
施
し

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
（
視
診
、
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
）
、
大
腸
が
ん
検
診
（
便

潜
血
検
査
）
を
受
診
し
た
方
は
、
自

己
負
担
金
の
払
い
戻
し
の
申
請
が
で

き
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
対

象
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
市
で
実
施
す
る

検
診
の
う
ち
、
1
回
の
み
の
利
用
と

な
り
ま
す
。

○
職
場
検
診
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診

し
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

40歳 昭和45年（1970）4月2日～昭和46年（1971）4月1日

35歳 昭和50年（1975）4月2日～昭和51年（1976）4月1日

30歳 昭和55年（1980）4月2日～昭和56年（1981）4月1日

25歳 昭和60年（1985）4月2日～昭和61年（1986）4月1日

20歳 平成2年（1990）4月2日～平成3年（1991）4月1日

年齢 生年月日

無料子宮頸がん検診対象者（女性のみ）

60歳 昭和25年（1950）4月2日～昭和26年（1951）4月1日

55歳 昭和30年（1955）4月2日～昭和31年（1956）4月1日

50歳 昭和35年（1960）4月2日～昭和36年（1961）4月1日

45歳 昭和40年（1965）4月2日～昭和41年（1966）4月1日

40歳 昭和45年（1970）4月2日～昭和46年（1971）4月1日

年齢 生年月日

無料乳がん検診対象者（女性のみ）・無料大腸がん検診対象者（男女）


